
 
 

平成 22 年 10 月 1 日 

各 位 

会 社 名 株式会社コネクトテクノロジーズ 

代表者名 代表取締役会長兼ＣＥＯ 堀口 利美 

      （コード：3736 東証マザーズ） 

問合せ先 執行役員 CFO 兼 

経営管理統括本部長 長倉 統己 

      （TEL．03－5332－6110） 

 

 

 

システムソリューション事業の強化における 

株式会社イベリカホールディングスとの業務提携についてのお知らせ 

 

 

当社は、平成 22 年 10 月 1 日開催の取締役会において、株式会社イベリカホールディングス（代表取締

役社長：阿部 純丈、福岡県福岡市、以下、「イベリカホールディングス」という。）と両社の将来に向けた持

続的な事業発展を目的として、業務提携を行うことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 
 

 

１．業務提携の理由 

当社は、主に携帯電話に関連する総合的な開発力を強みとし、各携帯通信事業者様、サービス事業者、

エンドユーザ様など、幅広い顧客に対して様々なソリューションを提供しております。 

一方、イベリカホールディングスは、新薬開発等の臨床開発や研究開発などの受託ビジネス、医薬・医

療機関向けのシステム、官公庁向けの公共システムの開発を行うイノベーションビジネスを主たる事業目的

としております。 

当社は、本業務提携により、イベリカホールディングスが展開する事業のうち、医療システム及び官公庁

向け公共システムの開発要件を見直し、携帯端末向けソリューション開発及び Web 版パッケージシステム

開発技術を提供することにより、当社の基幹事業の一つであるシステムソリューション事業の強化が可能と

なります。 

今後、両社の展開する事業が互いに相乗効果を発揮し、システム開発のスピード化を図ることにより、一

層の発展を遂げることが出来ると考えております。 

 

２．業務提携の内容 

イベリカホールディングスは、同社が展開する医薬・医療システム及び官公庁向けソリューションシステム

について、円滑な電子計算処理を目指しトータル的なソリューションシステムの提供を図るために、既存の



パッケージシステムの要件を見直し Web 版パッケージシステムを構築することにより、導入実績を増やし、

事業の拡大を目指すこととなっています。 

イベリカホールディングスのシステム提供先にとって Web 版パッケージシステムの開発ならびに導入は

急務であり開発のスピードが求められております。 

しかしながらイベリカホールディングス単独の開発ではそのスピード化に限界が生じているため、当社が

携帯端末向けソリューション開発や ASP 事業開発等で培ってきたノウハウを提供するとともに、開発業務を

受託することで双方に高いシナジーが見込めるものと考えております。 

当社はトータル的な Web 版パッケージシステムをイベリカホールディングスと共同で研究開発することに

より、当社システムソリューション事業の将来的な販路拡大を図ってまいります。 

特に、今後、製薬メーカーのアウトソーシングの割合が増加する市販後調査に関して、当社の携帯端末

ソリューションを利用した進捗管理システムの構築や、IT 基盤技術による各製薬メーカーの臨床データ管

理システムのカスタマイズ能力の向上を図ることにより、両社の事業領域の拡大が図れるものと考えており

ます。 

 

３．業務提携の相手先の概要 

（１）名称 株式会社イベリカホールディングス 

（２）所在地 福岡県福岡市博多区博多駅前 2-17-1 博多プレステージ本館 8F 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 阿部純丈 

（４）事業内容 
新薬開発等の臨床開発や研究開発などの受託ビジネス、医療システム、公

共システムの開発 

（５）資本金 330,425 千円 

（６）設立年月日 平成 8 年 1 月 31 日 

（７）大株主及び持株比率 阿部純丈（同社代表取締役社長）32.2％ 山中和仁(同社取締役)15.7％ 

（８）上場会社と当該会社と

の間の関係 

資本関係 

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあ

りません。また当社の関係者及び関係会社と当該会社

の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本関

係はありません。 

人的関係 

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあ

りません。また当社の関係者及び関係会社と当該会社

の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき人的関

係はありません。 

取引関係 

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はあ

りません。また当社の関係者及び関係会社と当該会社

の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき取引関

係はありません。 

関連当事者への

該当状況 

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。ま

た、当該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連当

事者には該当しません。 

（９）当該会社の最近 3 年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 平成 22 年 1 月期 平成 21 年 1 月期 平成 20 年 1 月期 

連結純資産 172 百万円 109 百万円 340 百万円

連結総資産 870 百万円 739 百万円 807 百万円



1 株当たり連結純資産 23,966 円 15,307 円 47,374 円

連結売上高 950 百万円 873 百万円 662 百万円

連結営業利益 44 百万円 ▲36 百万円 5 百万円

連結経常利益 41 百万円 ▲46 百万円 11 百万円

連結当期純利益 6 百万円 ▲60 百万円 6 百万円

1 株当たり連結当期純利益 969 円 ▲8,481 円 842 円

1 株当たり配当金 0 円 0 円 0 円

 

４．日程 

（１）取締役会 平成 22 年 10 月 1 日 

（２）業務提携契約締結 平成 22 年 10 月 1 日 

 

５．今後の見通し 

本業務提携は、平成 23 年 8 月期の業績に寄与するものと考えられますが、本業務提携の具体的な内

容につきましては、今後両社で協議を進めるため、これに伴う業績の見通しに変更が生じた場合は、速

やかに開示いたします。 

 

以 上 

 

 

 

 


